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(1)行列 Atに対応する線形写像を ft : R
3 → R

3 とする．

(1a)ftが全単射になるようなパラメーター t ∈ Rの範囲を求めよ．

(1b)ft が全単射になるときに，ベクトル v の逆像 f−1
t (v)を Cramerの方法

によって求めよ．

(1c)ftが全単射にならないときに，ftの核を求めよ．

(2)行列 B を直交行列と三角行列の積の形に表せ．

(3)C,D, E が n次正方行列であるとき，3n次の行列の行列式
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を n次の行列の行列式３個の積の形に表せ．


